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ポータブルタイプで新JIS~こ対応

光源にレーザーチイオードを採用、長寿命化を実現

パ一新クyレカウンター KC-01C

リ冗:Jの日制計測器

~ 



RS-232Cインタフェースを内蔵(標準装備)
測定の自動化、システムアツ均河能1373FZζ2ii為

.概要

ノ fーティク/レカウンターは、、ド jq. j~l)r ;[ーをはじめ， '正 (-J'.Jミ、化''{:f

'!{.、紅H，'(，削:IHI:IJI '.;f 、製薬 I 'J~から I ~~..tの分針など、あらゆる作業の

)~ }J.長をささえている ， '::ji ，'; /f' 1St iヒ1iN:rを、さらにすすめるうえで:なくては

ならない測定機総て、す

ノfーティクノレカウンタ-.KC-01Cは、改定された11本 1'.業鋭的(JIS

B 9921此散乱式1'1動中山(-，i十数日出)に適介しt_:1'J1i)rP. (-，iI数日持て:

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 ・~II!:岨~"

-・・・・・・・・・・・・，..副置ヨ幽=

'Fさ不J8kgとーはと粁 :，t.コンバク卜化され、)LiIJi(にレーザー夕、司オード

をH<川し、L、っそうの以u命化を'よ土}しさらに、RS-232Cインタフェース

のtJi:峨 iliii(こよりす問機時へのテーータ転送、あるいはYI-;'fl¥ 7J'らの;[IIJ¥(. 血a
i.E条1'1.の設定、;!iIJifllカfて、きますから測定の1'1動化、ンステムアッフ。に 司 F ・

よるi，';/['ISt:U:.f1I!システムへの党以も"fiitです。

.粒径選別の校正方法 .0.294μmPSL粒子の応答波高値分布

粒径区分値に最も近いPSL粒子(ポリスチレンラテックス

粒-f)を含んだ試料空気を吸引し、センサーより科られる応

答波高値封皮高分析します。図1;1:最小可illiJ粒径0.3μmの

例を示します。PSL粒子0.294μmの泉制度数50%値から

0.3μmに換算した値を粒径弁別回路のしきL、値に設定し、

正確な粒径選別を行うことができます。また、しきL、値';t!:圧は

ノイ ズ‘の波高値より十分高い値であるため 、 j1.~計数が少な

くなっています。

0.294μmPSL粒子の累積度数50% 0.3μmの粒径選iJ'J設定値
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クリーン化技術をささ;

-仕様

光学系方式:光州Ii(fri701立lWJ}j 欣l札}j;J:'¥

光 源:レーザー-夕、司オート:受光ぷ (.フォト・夕、ヰオード

流 体 系 . Ií式料空会\~i ， 'i i'f~'~えによ り|百j 中lUI ;!たに包み込むシース ・ エ

アーん一式

定格流量:05e/分

最小可測粒径:0.3μm(t_:1_:<し、I:JI折半1.6の杭チの場介)

粒径区介:0.3、0.5、l、2、5μm

最大定格粒子濃度 100 OOOfl~!/e( ，汁数fJl夫5%以内 )

測定時間:H/2分、10t/20分、0.01CF/34秒、CF/5分40秒、

測定モード:手動i!!lJ定、l凶の向!fiJJiWI定(HOLD)

繰りjgし自動iWIA:(REPEAT)
表 示:粒イ数 fT:立のlキ¥'(径以 上のが((fl~!数( トータノレfmを

6桁て'J..<d;
COUNT、 {以州H州川lリIA定主'1ド'(に:二，'.点l
LASER レ一ザ一出カカがz規定レベ/ルレ以下のtき点j滅威

REMOTEインタフエ一スlこよりリモ一卜状態lこしfたJとき点灯

ION 
rticle Counters 

OVER キ¥I((数表示カ"6桁を経えたとき '.'dJ

警 報 .中山 f 数が f，~r-事hlレベソレ以上のとき、ブザーを IIn c，し、アラーム・

アウト~:IJ (n:1をw給状態とする

警報レベル:100、1000、10000、100000およびSTOP

入出力端子:

コントローノレ端 f・プリンターKP-04A、KP-05A、KR-01とJ長続
インタフェース端 (.RS-232Cインタフェース(標準装備)

GP-IBインタフェース(交侠オフション)

D/Aコンノずーター・インタフェース(交換オフ。ション)

使用温湿度範囲:5-35・C20-85%RH以 F

電源:ACIOOV土10%50/60Hz *~J60VA 

寸法 ・重さ:約29x11 X35cm(突起，{;I¥除o・kiJ8kg



.JIS B 9921-19ぷ光散乱式自動粒子計数器〉の主な改定点

1 .空気の流量 2.偽計数 3.応答性 4.計数効率

従来::1::2%までとされていた流

量誤差許谷範囲が、定絡流

量に対し::1::5%、2固くりかえし以IJ

定した|努の経時変化カヲ%以

内とされた。

従米li、「・・誤りの個数表示が

現れてはならなし、」と言う、非現

実的カ・つ定性的表現て、あった

が、新鋭定は1...5分間でl個

以内とする」となり、大流量型に

は不利な数値が決められた。

.KC-01C性能試験結果

従米のえl;I.絡値は、センサー内

気j片付:正常でなl'/ fーティクノレ

カウンターでも迎合する位度の

極めて緩い規定てれあったが、

新規定は適切な設計による製

品t:."けが合格するよう改訂され

た。

従米故小可iWJ粒径カ〈実力て

は0.15μmf.EJ支て、ありなカfら、カ

タロクーでは0.1μmと公私:するこ

とが許されなくなる。また、センサ

ー内気流カf正常でなく、組子

の豆桜計数を怠き起こすノfー

ティクノレカウンターも排除される。

1 .試料空気の流量
平均流量4882mt/min 定絡流量に対し-24%

経H年変化 +02%

6.粒径区分の正確さ
0.294μmPSL粒子の応答波高分布

2.偽計数
半必JF.十数0.047伯1/5分 総ililJ定時間61時間

3.応答性
切侠え前1分間の百十数値約4500011占l

切換え後1分間の計数値 O 計数比0%

4.言十数効率(0.3μmレンジにて)

0.309μmのPSL粒子の計数効本 610%

0.506μmのPSL粒チの計数効率 995%

→ 波高値
(;.皮高分析器KH-02データ)

fーティ勿レカウンター~・[lJ[1j オプシヨン・周辺機器 | 

浪商分析器 KH・02A

I~ーティクルカウンターの粒径区分の

確認、長時間にわたる粒子数の変動

モニ?ーに

インタフェース

D/Aコン• .，<ーター
デジタル悟号を

アナログ信号に
変換

プリンター KP・倒A

測定条件と粒径別測定値を

印字

本社・営業部 東京都国分寺市東元町3丁 目20番41号
⑥ 185 TEし (0423)22-11 3 3 (大代表)

プリンター KP・05A

さらに、梅グラフ記録と

カウンターの制御

東京支 l吉 東京都渋谷区代々木2丁目7番7号池田ビル 九州 リオ ン側 福岡市博多区庖鹿町5-22朝日生命福岡第2ピル

~15 1 T Eし (03)3379-3255(代表) ~81 2 T Eし (092)281 -5 3 6 6 (代表)

大阪営業所 大阪市北区西天満6丁目8番7号電子会館ピル

~530 T E L (06)364-367 1 (代表)

名古屋営業所 名古 屋市中区丸の内2-3-23 和波ビル

~460 T Eし (052)232-0 470 (代表)

仙台営業所 仙台市青葉区本町 1丁目10番 12号 Sビル

哩"-'980 T Eし (022)221-4 54 7 (代表)

広島 営 業 所 広島市中区宝1HJ1番 15号 宝町ビル

<<11>730 T E L (082)243-8899 (代表)
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